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高
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仙

次
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0

次
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四
、
米
值
調
節
方
法
と
典
敛
カ
 

.

、

,

四

、

泶

儸

調

_

方

法

ど

舆

効

ヵ
 

苔
人
は
前
ニ
節
に
於
て
米
惯
調
節
の
意
義
に
就
き
で 

聊
か
說
明
を
試
み
し
が
、
本
節
に
於
て
は
米
價
を
調
節 

す
る
爲
め
に
從
來
我
國
に
於
て
實
施
せ
ら
れ
し
方
法
並 

に
將
來
用
ひ

#

可

き

方

策

を

列

擧

し

"

且

つ

各

馮

方

法
 

方
策
の
效
ヵ
如
何
に
就
き
て
短
評
を
試
み
ん
ビ

欲
す

o
 

さ
れ
ど
？
米
價
調
©
の
方
法
が
娘
し
て
有
效
な
る
が
否 

や
は
調
節
せ
ら
る
可
き
米
價
が
何
故
に
暴
落
又
は
慕
騰 

せ
し
や
に
依
り
て
宠
ま
る
も
の
な
れ
ば
、
&
に
先
づ
順 

序
ビ

し
.

て
米

©

變
動
の
諸
原
因
を
列
記
し
て
、
狻
に
.調 

節
方
法
を
論
中
る
際
に
常
り
て
其
都

.

®

此

等

暴

騰*.
落
 

の̂

原
因
に
論
及
す
る
の
烦
彼
を
避
け
ん
ビ
欲
す
。

云
ふ
迄
も
な
く
、
米
價
は
他
の
總
て
の
貨
物
の
價
格 

ど
搞
じ
く
>
:
.米
穀
'0

麗
瓶
«

^

^

依
ヶ
て
笟
ぁ
る
も
0

 

な
れ
ば
、
其
暴
騰
*
落
は
米
穀
の
需
用
又
は
供
給
の
激 

減
若
し
く
は
激
增
の
誘
致
.甘
る
も
の
R

外
な
.
ら
t

o
 
0

 

6

に
、
.米
價
の
暴
騰
の
み
に
就
き
て
云
は
ん
か
？
典
の 

暴
騰
せ
し
は
、
米
の
需
用
が
激
增
せ
し
か
'
或
は
供
給 

が
激
減
せ
し
か
"
或
は
需
用
の
增
加
せ
し
ど
同
時
に
供 

給
が
減
少
せ
し
が
故
な
る
は
"
玆
に
喋
々
す
る
の
喪
な 

し
？
而
し
て
需
用
の
增
加
は
所
謂
人
爲
的
原
因
又
は
所 

謂
自
然
的
原
因
の
醸
生
せ
る
も
の
な
6

0

所
謂
人
爲
的 

原
因V」：

は

正

米

商

又

は

相

場

師

の

；
買

占

を

指

し

1

所
謂 

自
然
的
原
因V

J

は
人
ロ
の
增
加
ゝ
生
活
程
度
の
向
上
に 

因
づ
く
米
穀
消
養
の
.
增

加

"
.
常

食

以

外

の

目

的

に

供

せ
 

ら
る
公
米
穀
需
用
の
瑕
加(

例
せ
ば
釀
酒
の
#

お)

等 

を
謂
ふ
。
次
に
供
給
の
減
少
に
因
づ
.く
米
價
の
騰
貴
に 

就
き
.
て
，之
を
鸛
る
に"

同
じ
ぐ
火
爲
的
原
因
^
自
然
的 

原
因V

J

の
■

別
わ
.
i

o

.人
爲
的
旅
因
ビ
は
農
家
の
、
«

^

;> 

商
人
の
思
惑
、
米
穀
輸
入
の~

禁

止

ゝ

又

は

米

©

輸

入

稅

微
收
雜
し
く
は"

切
上
に
®

づ
く
輸
入
の
減
退
等
を
云 

ひ
、
自
然
W

M

I/
<
I

ヾ
し
は
主
ヾ」

し
て
Bi

作
を
謂
ふ
？
'而
し 

て
米
價
下
落
の.
旅
因
が
需
用
，の
侧
ょ
り
之
を
観
る
も
又 

供
給
の
側
ょ&

之
を
論
す
る
も"

騰
貴
の
原
因
ミ
正
皮-
ノ
 

對
な
る
は
茲R

絮
說
す
る
の
嬰
な
しo 
:

.

此
来
價
騰
落
の
現
象
に
就
き
て
吾
人
の
最
も
留
意
す

\ 

可
き
點
は
苏
騰
落
が
恒
久
的
性
質
を
有
す
る
沪
或
は
又 

單
に
.

1

時
的
性
質
を
®

び
る
に
過
ぎ
ざ
る
や
の
”
事
に 

存

せ

ぅ
.;
0

恒

久

的

騰

貴

マ

し

は

投

機

等

の

人

爲

的

原

因

又 

は
當
年
若
し
く
は
前
年
の
豐
凶
等
に
依
6

て
誘
致
せ
ら

\ 

る
、】

時
的
騰
落
に
非
ず
し
て
"

米
穀
の
需
用
ビ
供
給
，
 

V
J

の
關
係
を
漸
次
變
紙
せ
.
し
め
つ
、
わ
る
種
々
の
事
情 

に
依
-
c

s
n:
'
發

生

す

る

も

の

な

ち

^

す
。
斯
く

の

如

く

ァ

| 

米
駿
.
の
需
ii
j

供
給
を
恒
久
的
に
尨
右
す
る
主
な
る
原
因 

は
尨
の
如
し
，0
、

:

甲
？
需
用
を
&
右
す
る
も
の 

'
:
.
1.
>
人
口
の
增
減 

1
1

ク
：
生

活

程

度

の

向

五

又
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下

に

因

づ

く
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穀

ン
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島■

用

.®
消

彳

三
"
.

常
食
以
外
の
目
的
杞
供
せ
ら
る
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穀
消
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の

增

褥
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四
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の
消
費
如
何 

乙
"
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給
を

®

右
す
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；
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農
夫
の
增
滅
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V
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作
地
の
增
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_

三

，

農

作

法

の

敗

：
革

ゝ

，
：

四
、
；米
穀
輸
出
入
の
程
度
：.

次
に1

時
的
騰
落
の
主
な
る
原
因
は 

、甲
、
.需
用
を
左
右
す
る
も
の

/ 

1
.

ノ

需

：」
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戰
時
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於
け
る.

異

常

的

®
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.
'

乙
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給
を
左
右
す
る
も
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,

'

■
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1:>
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凶
:

'

;
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 一；I ’

投
賣
又
は
賣
崩
'
'

な

る

此

中

戰

時

：に
於
け
る
需
用
激
堉
は
論
題
外
ビ
. 

し
^

:̂

賀
占
は
凶
作
0

年

に

於

て

の

み

成

功

す

る

,©
纽
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九
淤
ぺ
九
四
三

)

雜

0

米
似
躺
節
甯
強
脅
殷
廣
じ
餘
て



婼

九

淤

(
九

！
：

四)

雜

銥

米

值

賙

節

^
強

#g

廣
に
就V

.
み

あ

るI
.

の
、

又

投

賣

、
，
賣

^

は
豐
年
の
年
に
於
で
0
 

み

重

大

：な

る

影

響

^

與
ふ
る
も
の
な
る
を
以
て
，
結
局 

米
價
を
：

〗

：時
钠
は
暴
騰
暴
落
せ
し
む
る
根
本
的
原
因
は 

米
作
の
豐
凶
に
存
せ
6

^

.云

ふ

こ

ビ

を

得

可

し

。

.

翦
す
る
に
:"
.

米
價
騰
落
.の
恒
久
的
原
因
は
之
を
米
穀
一 

の
自
然
的
需
用
ビ
自
然
的
供
給
マJ

の
關
係
に
求
む
可 

く
，
又
其
|
時
的
原
因
は
豐
凶
に
之
を
求
む
可
き
も
の 

な
る
を
以
て
、
米
價
を
調
節
す
る
に
當
6

て
は
、
調
節 

せ
ら
る
可
き
米
價
の
騰
落
が
如
何
な
る
原
因
に
依
6

て 

誘
致
せ
&
れ
ね
る
か
を
探
究
し
て
然
る
後
調
節
策
を
案 

出
す
可
き
な
6

0

米
©

の
暴
落
が
1
.
時
的
原
因
に
侬
6

 

て
釀
成
せ
ら
れ
た
る
に
も
拘
は
&

ず
、
之
に
對
し
て
1

旦

| 

久
的
原
因
を
織
犯
す
る
に
府
效
な
る
方
法
を
施
す
も
何| 

等
の
效
果
を
擧
ぐ
る
こV

J

を
得
ざ
る
可
し
。
又
、
之

に

\ 

反
し
て
、
恒
久
的
原
因
に
依
6

て
»
致
せ
ら
れ
た
る
米 

價
の
騰
貴
に
對
し
て】

時
的
原
因
に
對
in
:

せ
し
め
て
初 

め
て
效
を
泰
す
可
き
調
節
策
を
用
ゆ
.
る

も
無
益
な
る
は 

菩
^

の
»

.

.々
す
る
を
喪
せ
ざ
る
所
な
.

5
::
°
'

M

/V

總 

ニ
ニ

'

以
上
吾
人
は
米
«.

騰
落
の
原
因
R

就
き
て
總
姑
的
說 

明
を
試
み
れ
る
が
i
 :

今
や
&

れ
^

-

^

進
ん
で
、
米
價
調 

節
に
用
ひ
も
れ
た
る
こ
.ど

*

る

、

又
は
用
ひ
ら
れ
得
る 

種
々
の
方
法
を
擧
げ
、
11

っ
各
其
調
節
策
の
效
カ
を
1? 

評
せ
ん
^

欲
す
。

f

 

R

ク
單
に
調
節
策
^
云
ふ
ビ
雖 

も
"

仔
細
に
之
を
檢
す
れ
ば
,

幾
多
の
種
類
ぁ
b

て
" 

此
等
を
大
別
し
て
左
の
三
輝
に
分
か
つ
こV

J

を
得
可 

し
。

I

、
米
價
が
旣
に
或
る
原
因
の
爲
め
に
.奔
騰
又
は
暴 

落
し
？
尙
ほ
其
趨
勢
を
持
績
せ
ん
ビ
し
つ
、
3>
る 

際
妃
於
て
、
典
威
カ
を
挫
折
す
る
爲
め
に
講
せ
、ら 

る
る
'
調

節

策

ン

：

I
I

、

單

.^
斯

ぐ

の

如

く

騰

落

の

趨

勢

を

防

丘

す

る

に
 

止
ま
ら
ず
し
て
、
進
ん
で
米
價
を
し
て
所
謂
德
準 

相
場
に
復
歸
せ
し
：め
ん
S

す
る
：方
策

三

"

暴

騰

暴

落

を

未

然

に

防

ぐ

所

謂

豫

防

策 

右
三
稱
の
_

節
策
中
第
三
の
豫
防
策
は
多
少
他
の
調
. 

節
ビ
は
其
性
質
を
異
k

せ
る
所
3>

る
特
ff
l

の
も
の
な
る

料哪

I

I

.

I

が
、
館

J

秫
及
び
第
二
種
の
調
節
策
は
根
本
の
性
質
を 

同
ふ
す
る
も
の
に
.し
て
P 

■

だ

興

な

る

所

は

：_

節

の

程 

度
に
存
す

る

の
み
な

る

は

明

か

な

る

を

.以
て

、

先

づ

WS 

ニ
種
の
方
法
を
略
評
し
、
其
後
第
三
種
に
論
及
せ
ん
芩 

欲
す
.0

米
偾
が
既
に
多
.少
騰
落
せ
る
際
に
其
趨
勢
を
挫
折
し 

又
は
以
前
の
市
®
に
之
を
復
舊
せ
し
む
る
手
段
を
論
ず 

る
に
常
6

.

て
、
吾
人
は
勿
論
米
惯
を
騰
貴
せ
し
め
或
は 

下
落
の
趨
勢
を
組
止
す
る
の
方
策
^
米
價
を
下
落
せ
し 

め
又
は
典
騰
貴
の
傾
^

を
中
和
せ
し
む
る
の
手
段
^
が 

全
然
興
な
る
も
の
な
る

こ

ビ

を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら 

t'
o

さ
れ
ば
"

秫
々
の
米
®
調
節
策
の
主
な
る
も
の
を 

此
ニ
鋪
に
分
類
せ
ば
灰
の
如
し
。

，

. 

m

-

>

米

©

引

上

策 

A

,

米
穀
®
用
の
人
爲
的
僧
加
を
通
じ
て
行
ふ
も
の 

1
"

米
穀
の
質
上 

ニ
、
米
穀
の
輸
出 

米
穀
供
給
の
人
爲
的
收
縮
を
通
じ
て
行
ふ
も
の

.

■:
■

|

1

^米
穀
及
び
代
用
品
0

輸
入
禁
止
.

.

四
、
米
榖
及
び
代
用
品
化
對
す
る
輸
入
桃
の
新
腺 

又
は 
r

o
 上
-

■

五

"

低

利

資

金

の

貸

付 

六
、
米
芬
倉
靡 

C

、
典
他 

七

"

公

定

相

場 

乙
、
米
價
引
下
策 

A

、
米
穀
.需
用
の
人
爲
的
收
縮
を
通
じ
て
行
ふ
も
の 

八
、
米
穀
輸
出
の
禁
止」

九
フ
酿
酒
額
の
制
限
.
’

.

1

〇
、
米
毂
消
费
節
約
の
獎
勵 

:

|
J

 

ノ
代
用
品
の
獎
勵

B

丨
米
毂
供
給
の
人
爲
的
#
加
を
通
じ
て
行
ふ
も
の 

1

ニ
、
米
製
の
廉
價
販
寒
：

ニ
ニ
"

米

毂

輸

入

税

輕

減

又

は

全

廢 

,
1

四
”

米

®

の

輸

入

1

五
、
取
引
所
に
於
け
る
外
米
、
蔹
鮮
米
の
代
用

第
八
诚

»«_■* 

_
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X

冬乂友 
穽
/v

傲

m

c

”

i

1

六
"
施
米 

1

七
"
公
定
*}

場 
1

八
、
都
市
米
穀
專
賣
又
は
公
賣 

1

九
で
輸
送
費
輕
減 

以
上
十
八
，種
の
米
1

.

節
策
を
擧
げ
た
る
が
、
左
に 

1

々
短
評
を
加
へ
ん
^

欲
す
。

I

 

:

米
穀
.
の

質

上

米

價

下

落

せ

る

際

に

之

.を

引

上 

く
る
爲
め
^

政
府
^

於
て
.来
穀
を
買
上
ぐ
る
も
.の
な
る 

が
，
此
買
上
に
ニ
種
あ
i

o

1

は
陸
取
鍇
監
獄
馨
等
の 

所
用
米
の
貝
上
期
を
繰
上
げ
？
以
て
臨
時
に
米
穀
の
需 

对
を
雄
划
せ
し
め
ん
^

す
る
も
の
ど
、̂
i
l

i

i

®
こ
值
ん 

で
此
目
的
以
外
に
買
上
を
實
行
し
て
米
價
を
吊
上
げ
ん 

マ

j

す
る
も
の
な
6

0

雨
潴
は
政
府
が
大
正
三
年
度
中
に 

於
で
試
み
し
調
節
策
に
し
て
、
又
農
會
が
政
府
に
建
議 

せ

し

所

に

係

^

^

狻

澇

は

舊

慕

時

代

及

び

明

治

年

間

屢 

々
魷
み
&

れ
し
調
節
方
法
な
办
ビ
す
o

此

買

土

，
が

成

功
 

す
る
か
否
や
は
勿
論
米
價
下
落
の
踩
谍
如
阿
に
吹
^

V

T

大
R

S

右
せ
ら
る 
>
 

も
©

な
る
も
、
過
去
R

'

於
て
此
_

 

r

策
の
®

.

々
奏
功
せ
ざ
6

し
は
賈
上
額
が
不
充
分
な
^

 ̂

し
^

因
る
な
办
0

此

賙

節

策

の

：
就

み

&

れ

し

年

に

於

け 

る

米

價

の

暴

落

は

主

ミ

し

'
て
大
豐
作
に
依
$
て
誘
致
せ 

&

れ
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
劳
し
買
上
额
が
悅
獲
の 

增
加
額
以
上
^

達
し
な
ば
，
米
價
を
し
て
以
前
の
價
格 

に
復
せ
し
む
る
こ
ど
を
得
可
き
な
大
正
三
年
度
の 

買
上
策
が
無
效
に
歸
せ
し
は
、
前
搬
に
於
て
指
摘
せ
る 

が
如
く
"

大
§

1

年
度
R

對
す
る
大
芷I

一
 J

年
度
の
来
穀 

»

收
額
が
六
|-
1

莴
西
以
上
に
達
せ
る
に
も
拘
は
&
す
ヽ

買
上
高
が
典
十
分
のI

だ
に
も
及
ば
ざ
ぅ
し
が
故
な 

5
^
0 

r

勿
論
此
眞
上
策
を
苻
效
な
ら
し
め
ん
ビ
欲
せ
ば
、

M

 

R

武
數
傲
が
.
充
分
な
.
る
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
"

市
®

 

が
5

定
の
檩
準
價
格
-»

上
に
«

貴
せ
ざ
れ
ば
？
決
し
て 

買
上
米
の
.1

.
部u

も
拂
下
げ
す
"

丑
つ
市
®

が
K

M

m

.
 

價
格
に
接
近
甘
ば
直
ち
狀
狒
下
げ
を
中
北
す
可
き

こ
S

を
政
府
が
公
約
す
る
こ
ビ
を
耍
す
o

背
し
此
公
約
な
け

1.!：

丨I:

i:
I.

II
点

れ
ば
、
.商
人
が
财
政
上
の
滕
通
の
爲
め
何
日
何
時
政
府 

が
持
米
を
责
放
つ
や
も
測
ら
れ
^

^

の
懸
念
を
懷
き
， 

從
つ
て
政
府
の
貢
上
が
巨
额
に
達
せ
る
に
も
拘
は
ら 

中
"

市
偕
が
標
準
價
格
に
達
せ
ざ
る
こ
W

J>

る
可
し
o

.

. 

さ
れ
ば
，
肫
質
上
策
を
有
效
的
に
實
行
す
る
に
は
政
府 

は
巨
額
の
資
金
を
固
定
せ
し
む
る
の
必
要
あ
i

て
"
從 

つ
て
政
府
に
»

し
て
參
大
の
©

失
を
釀
す
こ
^

-3

>
る
可 

し
。
此
調
節
策
を
施
し
れ
る
翌
牟
度
に
於
て
葙
し
米
穀 

不
作
な
■
&

ば
、
或
は
少
额
の
利
益
を
收
む
る
こ
^
を
得 

可
き
も
ノ
若
し
®

作
な
ら
ば
"

倉
败
料
"

鼠

害

"

金

利 

等
は
意
外
の
額
に
土
^

^

裰
を
國
嬅
R

及
ぼ
す
こ
w

3> 

る
可
き
を
覺
悟
せ
ざ
る
可
か
&

ず
0
 

i
r
.

■
米
毂
の
輸
出
米
價
引
上
の1

策
^
し
て
用
ゐ 

&

る
可
き
米
穀
の
輸
出
に
は
政
府
が
直
接
政
府
の
.

計 

算
に
依
ぅ
て
取
扱
ふ
も
の
^

、
磘
*

な
る
商
人
に
種
 々

の
便
宜
を
與
へ
て
輸
出
を
行
は
し
む
る
も
の
ど
の
別
ゎ 

5

0

此
兩
者
は
我
政
府
が
明
治
初
年
に
於
て
'试
み
し
所 

な
ぅ
^
すO

此
年
段
も
買
上
ど
同
じ
く
其
分
量
充
分
な

第

九

飴〈

九g

七)

&

c

rl
'

、は
’

成
功
せ
ざ
な
.
可
'
き
«

明
：か
な
众
0

又
此
方
1| 

の
欠
點
^

す
る
所
は
暴
落
せ
る
瑰
時
の
米
價
^

_

も
， 

尙
ほ：

海
外
，̂

於
‘て
.

我
米
^

^

對
し
て
多
額
の
«

>B

を 

喚
起
せ
し
む
る
に
は
餘
h

K

高
價
な
る
の1

事
^
存
せ 

一
&

?

轍
出
策
は
.互

額

の

資

金

'を

長

期

間

眉

定

せ

し

む

る 

の
必
要
な
し
>
又
政
府
の
投
寶
に
關
す
る
懸
念
を
生
せ 

し
め
ざ
る
を
以
て
、
質
上
策
に
比
し
政
府
に
取
6

て
遙 

が
に
苠
策
ダ
看
做
す
可
き
も
の
に
し
て
、
應
急
的
米
®

 

調
節
策
ど
し
て
は
蓋
し
最
良
策
れ
る
も
"
前
記
の
欠
點 

あ
る
を
以
て
>
政
府
が
宜
额
の
掼
失
に
甘
じ
て
買
上
價 

袼
以
下
を
以
て
海
外
に
脲
賣
す
る
こ
ミ
を
辭
せ
ざ
る
覺 

悟
を
有
ず
^

に
非
ざ
れ
ば
、
今
日
に
於
て
之
を
實
施
し 

|

得
る
の
見
a

な
し
o

一

H

、
，̂t
M

及
び
代
用
品
の
輸
入
禁
±

小
麥
の
市
惯 

を
5
?

上
ぐ
る
爲
め
：其
輸
入
を
禁11
:
せ
し
例
は
歐
洲
に
少 

か
ら
ず
、
又
我
®
幕
時
代
に
於
て
も
諸
藩
が
武
領
地
內 

.

に

於

て

...米

價

の

下

落

せ

る

際

米

穀

の

搬

入

を

禁

せ

し

こ 

S

P

P

U

K
 
.

穀
酸
の
輸
入
禁
止
は.
穀
價
別
上
の'1

策

瑢八
號：
こ五

雜

錄



笊

九

聆

C

九
四
八

)

雜
錄
来
偎
賙
節
密
渐
會
殷
涩

II

躭
て
 

姑
八
號

ど

し

て

沱

程

效

カ

を

苟

せ

す

？

通

常

| 5
價

が

〗

國

內

に
 

於

て

暴

落

す

る

場

合

は

其

國

內

の

供

給

が

：|
§
«
を

充

た
 

し

て

餘

-CN6
る

ど

き

な

6

0
さ

れ

ば

假

令

輸

入

を

禁

Jh 

せ

ず

ど

も

1
輸

入

が

國

內

の

市

©

を

左

右

す

る

程

多

額
 

に

上

る

こ

ビ

6
る

可

ら

ず

0
故

に

輸

X -
禁

H:
は

槪

ね

空
 

文

な

る

に

止

る

な

ぅ

。

唯

、

輸

入

徵

I!
:

策

が

功

を

泰

す
 

る

は

旣

に

低

落

せ

る

安

恒

な

る

內

國

穀

物

ょ

P

も

1£
に 

安

傲

な

る

同

一

穀

物

又

は

郛

代

用

品

が

外

國

ょ

6
輸

入
 

せ

ら

る

、

の

處

れ

办

る

6
き

に

茌

0

0
殊

に

此

等

外

國
 

品

が

過

*

に

於

て

多

額

に

輸

入

せ

ら

れ

つ

、

ゎ

6
し

ど
 

5
に

於

て

然

6

ど

す

O

如

何

マJ

な

れ

ば

、

國

內

に

於

け
 

る

穀

物

の

供

給

を

此

方

而

ょ

6
し

て

多

少

減

退

せ

し

む
 

る

こ

ビ

を

得

る

を

以

て

な

6

0 

蹋

、

米

穀

及

び

代

用

品

に

對

す

る

輸

入

桃

の

新

®

又
 

は

引

上

輸

入

禁

止

す

ら

前

述

の

如

く

米

偕

別

上

策

ど
 

し

て

&
程

有

效

に

非

ざ

る

を

以

て

"

輸

入

禁

止

ょ

り

は
 

1

層

緩

慢

な

る

手

段

た

る

輸

入

桃

の

引

上

等

は

應

急

的
 

調

節

策

ど

し

て

は

拙

劣

な

る

も

の

な

'
i

o但

し

米

穀

並

に
小
麥
粉
够
の
代
用
品
に
對
す
る
輸
入
稅
は
恨
久
的
に 

內
國
米
穀
の
競
爭
品
の
供
給
を
制
限
す
る
の
效
カ
を
有 

す
る
を
以
て
、
米
價
の
恒
久
的
引
上
に
對
し
て
はI

策 

れ
る
を
失
は
ず
。
輸
入
禁

.I
I

:

も
亦
*

結
*

を〗

曆
.急
激 

ノ
に
齋
ら
す
可
き
は
勿
論
な
々
o

;

一低
利資
金の
貸付
政府
が農
家に
低利
資金
 

を
貨
付
く
れ
ば
、
農
家
を
し
て
投
賣
の
植
害
を
免
が
し 

む
る
こ
^

を
得
可
く
，
從
つ
て
夫
れ
丈
け
米
の
供
給
を 

減
退
せ
し
む
.
る

の

結

梁

、

米

價

は

當

然

騰

貴

す

る

.に
茧 

る
可
け
れ
ば
"

苦
し
大
規
模
に
之
を
行
は
ぃ
、
資
金
の 

貨
付
は
米
®

引

上

，の

應

急

策

ど

し

て

有

效

な

る

可

し

o
 

さ
れ
どr

之
を
有
效
な
ら
し
む
る
に
は
米
穀
質
上
ど
殆 

I

ん
ど
同
額
の
資
金
を
政
府
に
於
て
調
達
す
る
を
要
す
る
，
 

Z

の
欠
點
?>

る
の
み
な
ら
ず
、
低
利
資
金
の
貨
付
は
果
し 

て
之
を
公
平
に
行
ふ
こ
ビ
を
■得
る
や
は
一
大
疑
問
な 

ぅ
o
 

.單
に
.
低
利
資
金
-

y
j
.

云

.ふ

も

、

地

方

に

依

6

て
利
子 

’

步
合
を
與
に
せ
る
を
以
.て
、
：假
-
^
に
全
國
各
地
の
農
家 

^

#

し
て
同

1
t̂

合
^

以
て
政
府
か
■
資
金
を
供
^

す
る

I

B

B

H

B

B

ビ

せ

ば

9
旣

に

不

公

苹

な

る

處

獠

れ

る

を

免

れ

ず

"

又
 

假

り

に

地

方

の

惝

況

を

麗

處

し

て

政

府

貨

付

利

子

步

合
 

を

1

ー

三

に

す

るVJ

せ

ば

、

典

間

に

褪

々

の

辦

德

を

麒

す
 

に

至

る

可

し

o
加

之

同

地

方

に

於

て

も

低

利

資

金

を

最
 

も

必

要

ビ

す

る

農

尺

：
が

貨

付

の

恩

典

に

预

ら

ず

し

て

1 

却

つ

て

M
惑

賣

貝

を

行

ひ

て

^

利

を

傅

さ

ん

ビ

せ

る

大
 

農

又

は

商

人

が

其

大

部

分

を

借

受

く

の

結

果

を

里

す

る
 

に

¥
!ら

す

^
も

云

ひ

雛

か

る

可

し

0 

穴

、

S

S

米

莽

倉

炖

は

中

央

政

府

又

は

地

方
 

自

治

S

に

於

て

之

を

經

營

す

る

こ

ど

を

得

可

け

ん

も

、 

米

の

M
上

ヾ

」

同

じ

く

巨

额

の

»

金

を

耍

し

從

つ

て

财

政
 

に

絜

を

及

ぼ

す

こ

ビ

ぁ

る

可

け

れ

ば

、

其

經

營

を

私

人
 

に

枉

す

を

以

て

&
策

^
す

可

き

か

0
教

し

此

制

度

に

し
 

て

發

達

せ

ば

、

米

偕

は

麥

少

自

然

的

に

g

節

せ

ら

る

S
 

に

至

る

可

し

o
殊

に

典

經

營

が

地

方

農

K

の

掌

中

に

在
 

り

ビ

せ

ば

"

米

惯

調

節

以

外

に

農

段

の

由

重

心

、

自

尊
 

心

を

高

む

る

上

に

於

て

1

大

好

影

響

を

與

ふ

る

.に

至

る
 

可

し

。

七
、：
公
.
定
相
場
.

穀
價
をH

F

上
ぐ
る

1

策
、匕
し
て
興 

公
宛
‘相
場
を
定
め
し
こ
ビ
は
中
世
の
歐
洲
及
び
我
费
慕 

時
代
に
於
で
典
例
稀
な
.
ら
ざ
6

し
が
’
槪
ね
失
敗
に
終 

れ

1

貨
物
の
公
宛
相
場
が
維
持
せ
ら
る
に
は
ニ
個 

の
倏
件
を
備
ふ
る
を
要
す
タ1

は

罰

則

に

し

て

"

他

は 

興
貨
物
♦

の
供
給
潘
が
多
大
の
损
失
に
甘
じ
;c

も
投
賣
す 

る
の
必
耍
に
迫
ら
れ
屈
ら
ざ
る
こ
ど
な
ぅ
。
我
國
に
於 

け
る
煙
草
麻
賣
價
格
が
値
少
の
例
外
を
除
き
て
は
忠
實 

に
維
持
せ
ら
る
、
は
煙
孽
販
賣
が
此
ニ
條
件
を
具
«
せ 

る
の
み
な
ら
ず
"

.

煙
览
小
責
の
利
益
が1

割
に
滿
れ
ざ 

る
小
额
な
る
を
以
て
な
ぅ
。
さ
れ
ど
米
價
の
場
合
に
は 

此
ニ
條
件
を
備
へ
し
む
る
は
殆
ん
ど
不
可
能
な
ぅ
。
農 

家

.0

多
く
は
米
價
の
高
低
に
拘
&

ず
、
收
稷
の

1

S

 

し
く
は
全
部
を
收
稂
後
數
ヶ
月
間
に
賣
却
し
て
"

納
桃
、 

借
入
金
の
元
利
"

翌
年
度
農
作
の
資
金
q

必
要
品
の
購
入 

等
に
其
寶
揚
金
を
充
て
ざ
る

を
#
ざ
る
も
の
な
る
を
以 

て
”

低
利
資
金
の
贷
付
"

米
券
倉
庫
等
の
運
用
杞
依
6

 

て

救

肋

せ

&

る

、

に

非

ざ

れ

ば

,

投

賣

を

餘

儀

な
く
せ

谘

九

溜

(

九

四

九)

雜
.

錄
米
僙
瞬
撤
密
嵛
脅
殷
胺
じ
躭
て

.
第
八
號

1
1

七



辦

九

傲

i
o

>

雜
錄
米
僙
賙
節

.锻馨殷擬

Li ,

就て

ら
a

s

'

0
職
遇
に

f

f

i

A

O

假
&
に
公
足
相
場
を
犯
す
者 

r c

罰
則
を
加
ふ
る
ど
も
、
破
產
を
免
が
れ
ん
が
.爲
め
化 

法
分
を
破
る
者
簇
出
す
る
に
甲
；る
可
し

o

漭
し
其
際
領 

則
を
勵
行
す
るV

J
せ
ば
1
政
府
が
救
は
ん
、

H

J

せ
る
農
拔 

を
ば
却
つ
て
罪
人
^

潙
す
の
結
果
を
深
ず
を
に
栗
る
可

.，ノ

Q

,

以
上
は
米
惯
别
上
を
0!
的
ビ
す
る
調
節
策
な
る
が

"
 

今
や
轉
じ
て
米
惯H

?

下
策
を
短
評
せ
ん

S

欲
す

o

八
"

米
穀
の
輸
出
禁
止
米
惯
引
下
锬
ど
し
て
の
米 

穀
輸
出
の
禁
北
は
米
®
の
引
上
策
ど
し
て
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